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ベンテ栽培の実用化に関する研究 (第 1報 )

オガクズベンチにおける促成イチゴの子苗養成について
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緒   言

イチゴは,親 f4~型 から果実収謹よての裁培期間か 1

年以 上と長く!労働集約ttか極めて高い 例 ぇば!竺交

早4卜の促成な培では 3-4月 の規林定柏に始まって,

12-5月 の共実収獲へと位き,一連の社培行理の中で

も特に似抽け 定 植時 ハ ウス被授時!収穫時などに労

力矢中か起てる 近 年.イ チゴの栽培規模の拡大と作型

梶震字歩含告急継晶岳皆二督昔造を3:歓 盟 :,,
コ←後作の野亮と―を組み合わせたハゥス輪作も積極化し

つつあり、省力の必要性がより大きくなっている

ところで 筆 者らは 商 の根域と花身分化の制御方溶

易と考えられるオガクズを増地とするベンチ育古に注目

し 育 苗労力雑減の一助としようとした し かし,現状

のベンチ育苗はなお転 としての利用が主体で 親 株床と

しての本U用までも含む育苗体系が確立されていない さ

らに 実 用 し 盛 夏期にイチゴ苗に湿害が多発すること

が経験され,それを解消するためペンチ構造を基本的に

改善する必要がある。

ます 本 報では イ チゴの子苗養成に関してオガクズ

ベンチの有利性 々 に採苗時の省力程度を明らかにする

意味からぅ子苗の採取労力および性状について調べ,加
えて,実 用性をより高めるため 特 に子苗発生に及はす

培地厚と施肥量の影響についても検討 した。

実 験 材 料 と方 法

1 オ ガクズベンチの設震方法

イナゴ育古に応用したベンチは第 1図に示した議造で)
ペンチ幅 15π .ベ ンチの上ヨヽと下軸との落差 5m(ほ

斜角度約 ″)の経Hf4を もたせ 下 端の水わく下にモ督

力のあるグラスウール製マットを約15伽幅にはさみ込み

外lllに約lom下垂させた な お、ベンチは実獄 Iに比べ

実験Iで は右キの改良を加えた す なわち nt水 方法は

実欧 Iではミストによる頭上散水法としたか,実験1で
は上軸の規いの株元にベンチに沿って趣水チュープを要

返 しに敗設し 下 方向に漉水 して傾斜底価を通してオガ

クズ全層に水を浸透させた ま た、親体の定泊位置もnt

本方なの改善に伴って,ベ ンチ方向に対 して縦方向の定

植から上端におった横方向の定lnに改めた 親 抹の根域
を広くするために定植位置のオガクズは盛り上げておい

た。さらに マ ットの ド垂角度は,頂 ll床に沿った約 夢
の績やかな角度から垂直方向に変え ベ ンチ下苅とマッ

ト先苅との落とをより大きくしておいた。

培地のオガクズは 地 域的に入手しやすいビラタケ人

工裁培の残造を用い。約 2ケ月間熱成後使用した。
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第 1図  オ ガクズベンチの断面構造
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に下日に

2 耕 勧 要と言麿方法

実殴 1 親 林llNは、子由の系質と採苗方法の特徴をよ

り明確にする意味からオガクズベンチに加え、対照とし

て水回土壊条件の地床も設けた 地 床の場合は二壊物理

とに斉をつけるために 無 処理区に3tえ表層上をオガク

ズやモミガラなどの上壊改良資材を混合した区も設けた

(第1表)

報株は4月 1日に定植 し 栽 植密度は ベ ンチの場合

株間40m 楽 間21n。 地床の場合す株間40伽,条間25

れとした ペ ンチのオガクズ将地の厚さは5印 に設定し

た

施肥は,ベ ンチの場合ぅ定植時のオガクズのEC値 が

143ms/cm(1-4容 景フィルアップ)と 黒付に高い

拒を示 したので,濃度障害を回避するために元阻は施用

せす追lBのみとし 4月 13H～ 6月 26日に速効t4oK一

F l miPp5:ワ ‐15.8,17)20は4oo培液〕B
を5回 分施 した (総量 262夕 /株  N成 分畳 5 kg/40の

地床の場合は,元 肥として リン加女 (N:PPξ
、P―

14 10 13)を N成 分量10と。/10ク 全層施用 し 追 lBと

去査1岳,名号をよ岩ゑ旨を転告名属ど|]と苫|さ管
にOK一 F-1の 20o倍 液肥を2回 池と した

施水は,本 ンチのみ午前 年 後それぞれ10分間.ミ ス

トによって頭上散水した

7月 15日におのおのの処理区の子商教 ラ ンナー数 ,

子苗の性状および採苗時の号き抜き抵抗を調べた ,さ

抜き抵抗は本案 3～ 5枚 の子苗をバネ平りで引き上げた

時の値で,採苗労力の目安とした

実験I オ ガクズベンチでの子苗養成の管理基準を設

定するため,特 に培地厚と施肥量に関する試験を行なっ

た

3月 15日に親株を株間40伽でペンチ上端に定福 した

培地厚は3.5 75,10印 の4水準とした 施 円Bは少

肥区.標準肥区ぅ多lB区の 3水準とし,少 肥区は 元 肥

として躍A‐JttI B化成 (N:P鬼 :K,-10 10 10)

を株あたり20′株元施用,追肥として5月 7日～5月 30

日にOK― F-1の 釣0■液lBを2回分施した (緩幼N

成分曇3 3kgi速 効N成 分量 2k9/10′ ) 標 準杷区は

迫肥回数を増やして5月 7日～6月24日にOK― F-1

の 3的倍液肥を4回分施 し,5月 30日にもIB化 成を株

元 4夕 ,全増16夕散tIした (緩効N成 分患67(9■ 速効

N成 分量 3 5kg/102) 多 月じ区は,6月 10日にIB化

成20夕をさらに林元過肥した 罐 効N成 分畳 9,9に,■速

効N成 分重35k。/10″ ) AT水 は 年 前.午後それぞ

れ20分間,チ ュープによってベンチ上輪から行なった

7月 13日に子古欺およびランナー数を調査し,培地厚

と施肥量の影響をみた

なお り 試ヽ品種は生交早生で,越冬林を約1ケ月間温

室内で生育促進した後 朝 Fl床に定植した 定 福後はジ
ベレリン処理を行ない 4月 末まではトンネル【R温 し、

4月末までの発ヽ ランナーはすべて摘除した

本試験は 1982年 より83年にわたり奈良農試高原分

場で行なった、のである

第 1表 親 株床の処理方法

れ線 ら顧

実 験 結 果

本葉 3～ 5枚 の子南の採苗時の 1水 あたりの引き抜き

抵抗は,オ ガクズベンチでは 139k主 最小値であったの

に比べ。地床ではモ ミガラ202/苗 混合区 193k"ゝら無

処理区 320に。までの幅が認められ オ ガクズベンチより

高い値を示 した ま た 初 期に発生 した第 1子 苗は,ォ

ガクズベンチでは基部のランナーによって引き上げるこ

とができたが,地 床では,処 理区に関係なく不可能でラ

ンナーか切断された (第2図 )

次に,子 苗数は,地床の方がオガクズベンチより全般

にやや多くなった し か し,子 苗言,Jの構成では,本 栞

2～ 3禁子苗を小苗 35～ 4葉 子芭を中苗.45葉 以

上の子首を大苗と区分 した場合,地 床では大～中苗の営J

合が高 く。逆に,小 苗は地床の無処理区が4は /株 で す

オガクズベンチの方か543本 /体 と明らかにまさった

熱成オガクズ

ウオーターイ
ン

モ ミ ガ ラ
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第 2図 オ ガクズベンチと地床における採由時の1株あたりの引き抜き抵抗の連い

そのため 子 苗価いはオガクズベンチが良好であった   生 が見られ,子 首発生に関しては岩地厚が異なっても施

また.子 首の素質についてもオガクズベンチと地床では  肥 畳によってかなり調節できることが明らかになった律

顕著な違いが認められた す なわち,葉 桶長は,オ ガク  6図 )

ズベンチで大苗142印  中苗116伽  小 苗52伽 ,地

床の無処理区でおのおの207伽  156伽 ,78伽 とオ

ガクズベンチの方が短く、反対にぅ根重は,オ ガクズベ

ンチでおのおの 76′  287 08′  地 床の無処理

区。おのおの32′ . 157.04夕 で,オ ガクズベン

チの方が横電が大きく,そ の結果T/R率 は小さくなっ

た し かも 白 根が顕著であることが規察された (第3

4 5図 ) な お,地床では 無 処lLに比べてォガクズ

およびモミガラ混合区は子苗数はやや少なくなったが,

子高来質には明らかな連いが見られなかった

次に 子 苗敦およびランナー数と培地厚および施曜畳

のB3係は を 地厚5mで はIE肥量の増加に伴って親林あ

たりの子苗数とランナー数が増加した す なわち,少 肥

区の子苗数40本.ラ ンナー数 135本 . 標 準妃区 お の

おの55水, 168水 ぅ多肥区。おのおの5強  184本 であ

った し かし 培 地厚75伽 と10伽では,ラ ンナー数は

培地厚と施lB量の増llnに比例 して多くなったが,子 苗数

は培地厚 75●llの少胆区と標準肥区でおのおの61本 63

本 培 地厚10印 お のおの615本 6鉄 と処理図司の章

が認められなかった さ らに,培 地厚3mと 5mの 多肥

区も子苗数では岩地厚 75仰 と10mのを区と同程度の発

葉考

1 オ ガクズベンテの構造について

本試験で用いたオガクズベンチの続造上の特徴は,ベ

ンチを約初 緩lR斜に保ち.下端に毛管力の高いヤット

を下垂させていることである こ れは根国の水分制御が

目的のシステムで,自然降雨や潤水による過剰な重力水

をベンチ下輪に●f水 させ,落 とのあるマットを介してす

みやかに':水することが可能である オ ガクズのような

保水畳の多い培地は,上 と隔離したベンチ条■下では強

響倍を轡誉環畳畳秘号増士
｀
岳CI書唇書骨縁鷺松醤曇品

杉響を受ける自然条件下では湿害の危険性が高いと考え

られる こ の煩alベンチで養成された子苗の根は白く。

湿害傾向は全く認められなかった し か し 本 試験結果

からは下垂マットの湿害軽減効果は明らかではない 湿

害が最も顕著に現われ実用的に間超となるのは、仮植以

後の高温時 特 に苗の根量が増加した8月頃と考えられ

る そ のため`マ ットの設債あるいは培地の熱度と湿害

などの基礎的関係の把握は仮植期が適当と思われる

ウす―ターイン的0倍    モ "ヽ20″ ′ヤ

■
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第 3図  オ ガクズベンチと地床における子市数とランナー数のおい
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第 5図  オ ガクズベ ンチと地床における子苗の発生様式の違い
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第 6図  ォ ガクズベンチにおける培地厚および施把量と癌旅あたりの子苗数および
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ところですベンチ構造は,傾斜型以外に水平型とカマ

ポヨ型のものが経験的によく用いられるが 水 平型ベン

チは雷力水の移動に総点があり,カ マポコ型ベンチは傾

斜型ベンチを目根状に遵結した構造と見てよく,こ の場

合は両端にマットを設置する必要がある ま た。ベンチ

の傾斜角度は,水 試験では約 21こ設定したが,傾斜角度

が大きくなると排水とは良くなるが,両 軸の乾湿差はよ

り大きくなるものと推察される 実 用的には一定の許容

範囲があろう

次に,簿 水方法に関してはす初年度はミス トによる頭

上散水法を行なったが 薄 水施設の設置上の容易さと経

済とを考慮 して,傾 斜型ベンチの利点を生かしたチュー

ブ穫水法に改良 した 酒 水はベンチ上瑞の親沫定植位置

の横に敷設したチュープから下方向に行なった ベ ンチ

底面に達 した水は慎斜床におって流下しながらもそ管カ

でオガクズ培地の表層まで浸透 し,奈 剰水は下垂マット

から排出される 当 方式でも頭上散水の場合と同様に、

実用的に親株管理に支障か認 められなかった か えって,

風による酒水むらや鉄分を含んだ水による葉面●4Lが回

連できる利点が認められた し かし,オ ガクズ岩地の水

分上昇能力に限界があるため,培 地が厚いとイチゴ育苗

の場合はランナー着地に臣音が出る危険性があろう

2 子 苫の素■および子苗勲」こおける増地口と施肥

■の影智について

オガクズベンチと地床での子苗の性状の違いは,オ ガ

クズベンチでは 業 柄長が短く 根 部発達の非常によい。

T/R率 の低い子宙が差成され,し かもす大一中苗に対

して小苗の割合が高くなった 反 対に 地 床の子苗は,

案柄長が長く徒長傾向です根量は少なく。大=中 高の割

倉督暑をなこ告きな君盗塗壇を稔整書ぞ冒ど景曾脅景ゲ
ガクズの保電力は小さく。培地も薄くしたため)子苗の

生育が抑制されたためと推察される 喜 案部の小さい根

量の多い子苗は,仮 植後の初期活者がよく育苗管理が容

易である 従 つて,オ ガクズベンチ条件の方が地床条件

より宋質のよい子苗が養成しやすく,採苗効率も高まる

ものと推察される

次に 子 苗数と施肥畳および培地厚の関係は,施 肥量

の影響が顕者です施把総量と追肥回数を多くして肥効維

持を図ると子苗数は増加 し 7月 中旬の調査では親株あ

たり約60本の子古が養成された 施 肥置が同一条件の場

合は,塔地が厚い程,子 苗数は増加する傾向が認められ

た し かし,培 地厚5印 に対 して 培 地厚 75御 と10m

の間では有意差が認められなかった こ つ結果からす培

地が厚い程肥料保持力が高まり子苗増"8に好彰唇するおヽ

ある電効水準を越すと生育は余り杉誓されないと推察さ

れる こ の施組水準では,培 地厚5●nでは育芭期間中に

葉色お弦 くなり,肥 効低下の定状か鞭 察された し かし.

培地厚 3御 および5mの 多肥区ではこのような症状は見

られず,子 苗数もそれぞれ61本.59水 確保された 従 っ

て 子 苗の安定確保という観点からはな地はむしろ厚い

方が安全と考えられるが,経 済的観点から培地厚を3～

5伽 と薄くした場合でもぅ育苗期間中の電効を維持する

施肥方法を行なえば充分に対応できよう

なお,同 じベンチに仮植を行なおうとすると,親 林間

隔4臨 ,ベ ンチ幅 15れ あたりの必要子苗数は幾植密度

12伽x lo伽では50水,lo.IX m四 と密植する場合には側

本で,親 株あたり60本程度の子首を養成するのが適当で

あろう

次に 規 抹からのランナー発生に関しては 施 即ヨと

ともに増地厚の影響も明らかに認められ,を 地が厚い程

ランナー数は増加した 培 地か導 t とヽ肥料および水分保

持力が良好で 子 苗数の増加に伴なう親株の負担が緩和

され,生 百低下力沙 なく,ラ ンナ=発 生が後半まで維持

されたためであろう し かし,7月 中旬の子苗数では培

地厚75伽 と10伽の間で差がなかったことから明らかの

ように,発 生時期の遅い無幼ランナーが多く,子 苗増加

には前半に発生 したランナーが重要であろう

写真1 オ ガクズベンチでの採苗状況

ところで な 試験の施肥体系は,オ ガクズペンチでは

緩効肥料と速効肥料 (滋肥)を 組み合わせた方法によっ



て肥効水準差を与え,親 株の株元を中心とした施電を行
なった ィ チすの百苗は露地条件下であり,過剰な護水
や自然降雨によって急激に肥料流 を 起こしゃすいォガ

クズのような物理環境では,元 田のみでは肥効維持は困

難であろう ま た,株 元施用は,通 事器官であるランナ
ーによって婁分が子苗に補給される|と もにぅ傾斜ペツ

チの上瑞からの藩水によってもベンチ全層に肥料が溶出

しうるので好都合と考えられる

3 イ テゴの採首の省力について

オガクズベンチでは,仮 植に適応する本葉 3-5枚 の

子古の採取労力が地床に比べて軽減できただけでなく,

初期発生 した第 1子苗もクラウン基部のランナーを全く

切断せずに引き上げることができ。そのため,写 真 1に

示したように,イ チゴの繁殖様式の特とを生かして,親

株のランナーを束状にして子で強く引上げると簡単に芋
づる式採苗ができることが実証された こ れは,オ ガク

ズが固まりにくい上に培地を薄くしたことによる効果と

考えられる 一 方 地 床では根力採 こと深く□着 してい

るため,ラ ンナーは第 1子苗のクラウンあ部から切断さ

れた ま た モ ミガラやオガクズなどの有機資材による

上壊物理性改良の効果も本葉3-5枚 の子苗では認めら

れたが,無 処理区と同様に芋づる式採苗は困難で,第 1

子間のランナーはほとんど切断された 初 期発生した第

1子苗は生育期間が長 く,根 圏制限のない地床条件では

根が下層上まで伸長するためであろう

オガクズベンチでは,こ のような特徴的な採苗方法が

実用できるため、採苗から仮植までの期間が大幅に短縮

できるだけでなく`子 苗採取 と子苗整理とを時間的に区

分して実施できる利点も考えられる

最後に,本 研究は,オ ガクズの利点を生かしてイチゴ

の子苗採取の省力を主目的に行なったが,ォ ガクズベン

チでは,仮 植を前損とする育苗体系とともにぅ無仮植育

選 督『猪 訟 盛 観 醤匙 を,ガ 坑質 及 格

ランナー発生や首資のヨント,一ルの容易さに加え,定植

時の子株の採取労力の軽減も期待されるためである

奏松恒男・長村智司 本 田昌宏 :ペ ンチ裁培の実用化に関する研究 (第1報)
オガクズベンチにおける促成イチすの子苗養成について

く49 )

子苗数に及ぼす影響について調べた

は)オガクズベンチでは 採 苗労力が非常に軽減できた

すなわち.親林のランナーを手で引き上げるだけで,全

子苗が章づる式浜苗できることが実証された 地 床で6j

オガクズjモ ミガラなどの有機資材によってユ壊物理性

改書を図ると,採苗労力はある程度喜減できたが,芋 づ

る式採苗は不可能であった

のオガクズベンチでは,葉 柄長の短い。根量の多い。

T/R率 の小さい子芭が養成された 一 方`地 床の子首

は葉柄長が長く。根畳 沙々 なく.T/R率 は大きくなっ

た ま た,ォ ガクズベンチの方が小苗の割合が高くなっ
た 茎 贅部力抄 なく根量の多い子苗は仮植後の活者が良
いので,ォ ガクズベンチの子苗の方が素質は明らかにす
ぐれj採苗効幕も高いと推察される

0オ ガクズベンチの子苗の根は白色です湿言は全く認
められなかった

招)子苗増加に対 しては ォ ガクズの培地厚よりむしろ
施肥量の影響が大きいことが判明した 従 って 培 地厚
を3～ 5御 と薄くした場合でも育苗期間中の電効維持を
図れば 培 地厚 75～ 10mの 場合と同程度の子苗数が確
保できると考えられる

0当 ベンチでの適正子古数は,7月 上～中旬で親株
(株間40m)あ たり約60本と推定される
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イチゴの子苗採取の省力と,良 百差成のために,湿 害

日達のため下端に排水マットを下垂させた幅 15"j損

斜角度約 2のオガクズベンチを用い,採 苗時の引き抜き

抵抗および子苗の性状,さ らにす培地厚および施肥量が
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3atio■oF the ruiner plants

l  T l l e  lお。ur  o f  u p r o o t h g  o f  r u n n e I  P l a n t  i e s s e n e t  g e■t e l l r . n  t h e  s a l l d u H  b o■h  N a m e l y 7 , a l i  r u n
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3 1t was oo■ Ol■ded flon tlle wttteness of tlle r。。t tl at tllclo occurred no vet illlu呼。■44e n4ner

Plant in the salldutt be■ch

4 moこ ppll●3 ferilltter is more eFFectⅢe thm tlle tluckjless oF sal dutt if wo l■tends to lllerease tlle
runner PLnt ul nurllber Co■sequentけoven in the thtter saHdlst o 5Cm)we oan Lve as maly nlntner

Plants as tllose■l the hicker s4Rldust o S 10Cm)by means of matltanled manuri■g eFFect durulg the
n」rsmg
5  1tな 帥ggosted that the Faloltrble n■lllber of runner Plallts in tllls bench is about 60 per■lother

PLnt whose sPacing iS 40価立 oこrly or rrdddle jl11ン



正   誤   表

訂 正 箇 所 誤 正

表 紙

6項 目 目
入室加温時間 入豊加温時期

P 1 6

図     面
第 13図

P2 6

左上から10行日
散光線 FRA 散光性 FRA

P31

右上から14行日
結露水流下種 結露水流下量

P33

右下か ら2行 日
第 2表 第 3表

P52

左下から5行 日
カン″ヾ ニュウ カンクヾ ニュフ

P 8 1

上 部 見 出 し
P79上 部参照

P33

上 部 見 出 し
塚本圭一

堀本圭一

P 3 3

第 1図 経 盗部
遊走 数 遊定子数


